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研究成果概要 
	 宇宙線空気シャワー観測データの解析において空気シャワーシミュレーションは欠く

ことのできないツールである。世界的に CORSIKA コードへの一極集中が進む中、本研
究では COSMOSコードの改良をもとに新たなコード開発をめざしている。 
	 28 年度は、前年度より継続してきた COSMOS の改良を進め、 gFortran によるコン
パイルが可能な版を完成し、10月に公開した。 
	 12月 27日に宇宙線研究所で共同研究者会議を行い以下の議論を行った。 
１）	 PHITSモデルの更新について 
２）	 粒子弁別能力の高い空気シャワー観測方法について 
３）	 最近の加速器実験の review 
４）	 LHCf実験の近況 
５）	 太陽ガンマ線と空気シャワーシミュレーション 
６）	 今後の COSMOSの改良について 
	 COSMOSの改良については、相互作用モデルを始めとする外部ライブラリの導入を容
易にするための作業に着手した。サブグループを編成し、1月 31日に宇宙線研究所での
共同作業、2月 25日にテレビ会議による打ち合わせを行いながら改良を進めている。 
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